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結城市学校適正配置等に関する提言書 

（概要版） 

           

結城市学校適正配置等検討委員会 

令和４年１月 
 

１ 委員会としての提言 

結城市学校適正配置等検討委員会では、｢10年後の結城市立小・中学校のあり方」に

ついて、適正規模・適正配置の検討を重ね、その結果を取りまとめたので次のとおり提言し

ます。 

提   言 

総 論 

【適正規模について】 

小学校においては、多様な考え方を持つ児童が出会い、その中で社会性、協調性を培い、

お互いに学びふれあい切磋琢磨しながら人間関係を形成していくことが重要であるため、

クラス替えが可能な１２～１８学級（１学年２～３学級）を望ましい適正規模とする。 

中学校においては、小学校と同様、様々な人間関係に配慮した学級編制や教科指導の

充実を図るためのバランスの取れた教員配置が可能であり、部活動や学校行事において

も切磋琢磨する環境を作ることができる 9～１８学級（１学年３～６学級）を望ましい適正規

模とする。 

 

【適正配置について】 

現在、小学校では９校中３校が、中学校では３校中２校が、望ましい適正規模となってい

るが、小学校６校で小規模校となっており、また、中学校１校で適正規模を超える大規模校

となっている。このため、小・中学校ともに望ましい適正規模の学校を念頭に置いた適正配

置を検討していくものとする。 

ただし、単に現在の学校の規模だけではなく、学校を取り巻く様々な現状や児童生徒数
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のより詳細な将来予測等を踏まえ、将来に向けて学校の良好な教育環境を維持していくと

いう長期的な視点に立ち、学校の望ましい適正規模を安定的に維持できるようにすること

を念頭に置く必要がある。 

 

【今後の適正規模・適正配置の検討を進めるに当たって】 

今後、小学校と中学校の連携をさらに強化し、いわゆる「中１ギャップ」の緩和や思いやり

や助け合いの心を育み、学習意欲の向上が期待できる「小中一貫教育」を推進した学校

運営を図っていくことが必要である。 

また、検討に当たっては、児童生徒や保護者、地域等の方々からの期待に応えられるよう

な、より魅力的な学校とするよう努めることや、適正配置による児童生徒等への影響もでき

るだけ少なくするよう、様々な配慮が必要である。 

特に、通学時の安全確保や通学時間の短縮などを考慮した、スクールバス等の導入や

統廃合後の学校施設の利活用の検討が必要である。 

 

各 論 

１ 【結城南中学校区の適正規模化】 

結城南中学校区にある 5 つの小学校（絹川小・江川北小・江川南小・山川小・上山川小）

を統合し、結城南中学校との小中一貫教育に適した位置に新設校を設置する。 

付記事項 

○各小学校の校舎は、老朽化が進んでおり、建替えや大規模改修の必要性が検討されて

いる。結城南中学校との小中一貫教育に適した位置に新設校を設置し、小中一貫教育

を推進することが望ましい。 

○結城南中学校付近に新設校を設置した場合、小学校までの通学距離は、国が定める４

㎞以内をおおむね満たすことになるが、一部の地域において基準を超えるため、スクール

バスの導入は必須になる。なお、スクールバスの導入に当たっては、停留場の位置や箇所

数等について公共交通整備担当と連携し、検討する必要がある。 

○令和７年度には、小規模校において2つ以上の学年で構成される複式学級になる可能性

があることから、新設校の設置に当たっては、できるだけ早期に開校できるよう整備を開始

することが望ましい。  
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○結城南中学校区の全児童数の推計 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度

全児童数 149 147 145 135 111 103

全学級数 6 6 6 6 6 6

全児童数 151 155 142 126 118 106

全学級数 6 6 6 6 6 6

全児童数 69 60 56 53 47 43

全学級数 6 6 6 6 6 6

全児童数 150 144 146 132 123 111

全学級数 6 6 6 6 6 6

全児童数 129 121 121 112 109 98

全学級数 6 6 6 6 6 6

全児童数 648 627 610 558 508 461

全学級数 19 19 19 18 16 15

学級当たり 34 33 32 31 32 31

上山川小学校

合計

絹川小学校

江川北小学校

江川南小学校

山川小学校

 

 

○結城南中学校区の適正規模化の検討図 
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２ 【結城中学校区の適正規模化】 

結城中学校区にある城南小学校、城西小学校を、校地を城南小学校として統合する。 

付記事項 

○城西小学校は現在、全学年単学級の小規模校で、今後も児童数の増加は望めないこと

から、近隣の城南小学校を校地として統廃合することが望ましい。 

○城南小学校は現在、全学年３学級の適正規模校であるが、徐々に児童数が減っていくた

め、統廃合する時期については、児童数の推移を見極め、令和１０年度以降を目安に準

備を進めること。 

○統合後の通学距離、通学時間等を調査・研究し、通学路の安全性を確保するとともに、

スクールバスの導入を検討すること。 

○結城中学校区の全児童数の推計 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 Ｒ９年度

全児童数 588 577 578 553 541 507

全学級数 19 19 19 19 19 18

全児童数 171 161 155 151 146 131

全学級数 6 6 6 6 6 6

全児童数 759 738 733 704 687 638

全学級数 24 24 24 23 22 21

学級当たり 32 31 31 31 32 31

城西小学校

合計

城南小学校

 

○結城中学校区の適正規模化の検討図 

結城中学校  
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３ 【結城中学校区・結城東中学校区の学区再編】 ※継続して検討すること。 

結城中学校と結城東中学校は、生徒数に偏りが生じているため、平準化に向けて通

学区域の見直しを検討すること。 

なお、見直しの実施時期については、北西部の土地区画整理事業の進展による新た

な区画割の決定や県道結城坂東線・結城野田線を結ぶ新たな都市計画道路の整備の

進捗等を踏まえ、関係機関と協議の上適宜判断すること。 

通学区域の見直しとなる場合においては、地域の実情や児童生徒、保護者等の意見

に配慮し、指定校の希望を認めるなど柔軟な対応を図ること。 

 

４ 【結城南中学校区・結城東中学校区の学区再編】 ※継続して検討すること。 

小中一貫教育を推進する観点では、小中学校の通学区域を統一することが望ましい

が、現在の通学区域に至る経緯、児童生徒・保護者等の意見に配慮し、現状においては

現在の中学校の通学区域を維持すること。 

ただし、新たに統合校が新設され、児童生徒及び保護者から小中一貫教育を希望す

るための学区外申請（特定の理由により指定校を変更すること。）があった場合は、柔軟

な対応により指定校の変更を認めること。 
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２ 児童生徒数及び学級数の推移について 

（１）小学校児童数の推移・推計と増減率 

増減人数 増減率 増減人数 増減率

結城小学校 633 622 636 649 621 566 543 512 483 476 446 440 425 △ 90 △14% △ 118 △22%

城南小学校 651 658 650 640 639 601 599 588 577 578 553 541 507 △ 52 △8% △ 92 △15%

絹川小学校 248 237 202 190 175 174 158 149 147 145 135 111 103 △ 90 △36% △ 55 △35%

江川北小学校 175 158 139 146 159 153 144 151 155 142 126 118 106 △ 31 △18% △ 38 △26%

江川南小学校 91 82 79 77 76 80 72 69 60 56 53 47 43 △ 19 △21% △ 29 △40%

山川小学校 165 161 162 155 154 150 152 150 144 146 132 123 111 △ 13 △8% △ 41 △27%

上山川小学校 143 142 148 140 132 125 121 129 121 121 112 109 98 △ 22 △15% △ 23 △19%

結城西小学校 493 502 526 541 529 544 556 569 580 572 566 536 511 63 13% △ 45 △8%

城西小学校 214 210 205 201 196 172 172 171 161 155 151 146 131 △ 42 △20% △ 41 △24%

合計 2,813 2,772 2,747 2,739 2,681 2,565 2,517 2,488 2,428 2,391 2,274 2,171 2,035 △ 296 △11% △ 482 △19%

4年平成27年 28年 29年 30年 令和元年 2年 3年
令和3年と令和9年

5年 6年 7年 8年 9年
平成27年と令和3年
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（２）中学校生徒数の推移・推計と増減率 

増減人数 増減率 増減人数 増減率

結城中学校 630 619 610 594 614 646 673 672 666 659 655 638 668 43 7% △ 5 △1%

結城南中学校 437 426 410 385 359 331 325 314 310 305 321 315 308 △ 112 △26% △ 17 △5%

結城東中学校 348 328 328 331 354 354 379 351 334 310 308 276 265 31 9% △ 114 △30%

合計 1,415 1,373 1,348 1,310 1,327 1,331 1,377 1,337 1,310 1,274 1,284 1,229 1,241 △ 38 △3% △ 136 △10%
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（3）学級数の基準と学校規模による分類 

ア  学校教育法施行規則（昭和 22 年文部科学省令第１1 号）第 41 条で、小学校の学

級数の標準が定められている。また、第７９条で中学校においても準用するとしている。 

小学校 12 学級以上 18 学級以下を標準とする。ただし、地域の実態その他により特

別の事情のあるときは、この限りでない。 中学校 

 

イ  茨城県教育委員会では、「公立小・中学校の適正規模について（指針）」（平成 20 

年４月策定）により、学校の適正規模について基準を設定している。 

小学校 クラス替えが可能である各学年２学級以上となる 12 学級以上が望ましい。 

中学校 クラス替えが可能で全ての教科の担任が配置できる９学級以上が望ましい。 

 

ウ 学級数による学校規模の分類 

【令和 3 年 5 月１日現在】 

 小規模校 適正規模校 大規模校 

小学校 ～１１学級 １２～１８学級 １９学級以上 

絹川小学校（6） 

江川北小学校（6） 

江川南小学校（6） 

山川小学校（6） 

上山川小学校（6） 

城西小学校（6） 

結城小学校（17） 

城南小学校（18） 

結城西小学校（18） 

 

中学校 ～8 学級 9～１８学級 １９学級以上 

 結城南中学校（10） 

結城東中学校（１１） 

結城中学校（１９） 

 

 

【提言書についてのお問い合わせ先】 

 〒307-8501 結城市中央町二丁目 3 番地 結城市役所 ３階 

結城市教育委員会 学校教育課 学校再編係 電話：0296-34-0376 

メールアドレス：school@city.yuki.lg.jp 


